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「2050年までに、人間のサッカー世界チャンピオン

チームに勝てるロボットチームを作る」という壮大な

目標を掲げたロボットのサッカー世界大会であるロボ

カップ。第10回大会がドイツ・ブレーメンで昨年６月

に開催され、関西の産学連携共同開発グループ、

Team OSAKAが大会史上初の３連覇を達成した。

Team OSAKAとは03年６月に大阪市の公募で選ば

れた産学連携のコンソーシアムで、そのメンバーは大

阪大学（石黒研究室）、システクアカザワ、ヴイストン、

ロボ・ガレージ、国際電気通信基礎技術研究所。各メ

ンバーのノウハウを結集して開発した自律型２足歩行

ロボット「VisiON」（ヴィジオン）で04年のリスボン大

会、05年の大阪大会に続く快挙を成し遂げた。

このTeam OSAKAの活躍が関西圏のロボットビジ

ネスの振興や産学連携の進展、ＲＴ関連企業の集積に

結び付くことが期待される。

RooBO（ローボ）は大阪市が運営するロボットラボラ

トリーに事務局を置き、近畿経済産業局が推進するネ

オクラスターの拠点としても位置付けられている。

RooBOは、要素技術メーカーを中心に250社を超える

会員を有し、サービスロボット、パートナーロボット、

次世代産業用ロボット、エンタテインメントロボット

の開発に向け、主に共同受注と自主的な企画・開発を

行う共同開発ネットワークである。

設立から２年、取り組みが全国的に認知され、受注

案件は各地から持ち込まれるようになった。そこで、

06年11月、満を持して秋葉原ＵＤＸに東京支局が開

設された。

秋葉原先端ナレッジフィールドとも連携し、東京支

局を拠点として今後さらなるロボット市場が創出され

ることに期待が寄せられている。

http://www.kansai-robot.net/


